
Outcome

（厚労省提出指標）

指標 

期間 各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈 

分子 注射針およびそれに準ずる鋭利な器具による皮膚の損傷か

らの 血液曝露事例件数 

注射針およびそれに準ずる鋭利な器具による皮膚の損傷からの血

液暴露事例件数 

分母 入院患者延べ数（24時在院患者＋退院 患者数の合計） 

収集

期間
１ヶ月毎  

調整

方法
職員・患者問わず  

注射針およびそれに準ずる鋭利な器具による

皮膚の損傷からの血液曝露事例件数 10

・他施設の状況を知り比較することで、職員のリスク意識を高め、安全管理をすすめる。 

最小値 0.00  25％値 0.04  中央値0.08  75％値 0.14  最大値 0.23.  

（入院患者における注射針およびそれに準ずる鋭利な器具による皮膚の損傷からの血液曝露事例件数） 

回答病院 63 

・2023年の最大値0.23が2022年の最大値0.21より高くなっている。25％値（0.04）は前年比80％に減少。75％

値は変わらないが、中央値も僅かに減少している。全体として低く抑えられている事がわかる。個別事象か

ら原因を捉へ、対策する事が必要となる。定期的な学習で手順の遵守を徹底することが重要課題である。 

・定期的に学習を行って、一定の水準を保っている。（諏訪共立病院） 

指標の意義 

指標の計算式、分母・分子の解釈 

考察 

改善・運用事例など 








